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蛇谷が峰 
     

山 名 蛇谷が峰 山行名 例会  

ルート 朽木温泉―ふれあいの森―尾根道―蛇谷が峰―ふれあいの森 

山行日 2 月 24 日 天 候 吹雪 

参加者 

リーダー：山口         サブリーダー：佐坂 

男性：7 名 植西 小川 中廣 守口 山下           

女性：3 名 河合 染矢 徳田            

合計：10 名  

コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

集 6:30 着 12:40新田辺 

松井ヶ丘 発 6:40
稜線 

発 13:00

着 8:50 着 13:40朽木林道 

商工会館 P 発 9:20
ふれあいの森 

発 14:00

着 1040 着 14:50
ふれあいの森 

発 10:50
商工会館 P 

発 15:00

着 11:20 着 19:00

 

尾根道分岐 
発 11:30

新田辺 
発  

 

山行報告 

今年は東北方面では大雪で酸が湯温泉では 5m 以上の積雪で記録更新とのニュースが流れます

が関西は雪が少なくて 1 週間前に現地で確認した所、頂上も 70cm 位で例年より少ないとの事で

した。その後寒波が来襲して雪も可成降った様で良い雪山登山に成ると期待をしていました。 

週間予報は晴曇りの天気でしたが当日朝 4時にネットで見ますと高島市は終日雪のマークしか

も風速 8M と出て居る。縦走では無いので頂上まで行けなくても良いと判断して、予定通り出発

しました。湖西道路に入り大津を過ぎると早くも雪が降り出しました。 

予定のふれあいの森への坂道で車がスリップして進めず、諦めて引き返して駐車出来る商工会館

まで戻りました。予定の登山口まで 1 時間半のロスと成りました。 

車道を歩いて「てんくう温泉」の登山口から登り始めました。雪積も増えてきて此処からはス

ノーシューを装着しての雪山登山の始まりです。皆さんスノーシューは初体験でしたが直ぐに慣

れ雪歩きを楽しんでいました。粉雪が舞っていますが余り寒くも無く、雪の感触を味わいながら

のスノーハイキングで 30 分歩いて予定した「ふれあいの森」の登山口に着きました。 

受付で登山届を出して事務の方に聞きますと今日は 20 名位が登っているとの事でした。 

林道もかなりの雪ですがスノーシューでの雪歩きは快適ですが、尾根道分岐に付いたのが既に

11 時半で行動食を食べて登りました。スノーシューでの登るのは流石に疲れます。 

稜線に近づくと風がきつくなり吹雪いていて登頂を諦めて下山しました。登りと違い雪道の下

りは楽々、30 分程で下山しました。此処から 30 分林道を歩いて駐車場に戻りました。 

帰りも相変わらず雪が降り続き高島市内までの山道の運転は気を使います。 

温泉入浴を諦めて帰り、運転して頂いた佐坂さんの慰労の反省会で無事終わりました。 

今回頂上まで登れませんでしたが、又次の機会を楽しみにしましょう。 

山行報告書      京都田辺山友会     報告者  山口 博
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感想文 

 
 スノーシューとは・・検索するとスノーシューを使って歩くことを「スノーシューイング」と言う。 
ラッセルを苦労せず、坂道に強く、技術を必要としないので誰でもすぐ使えると書かれていた。 
 今冬は年末の「伊吹山」から始まり、鎌倉山・愛宕山・明神平と日帰りの雪山を多く歩いた。 

今回スノーシューを一度体験したくて

雪の「蛇谷ヶ峰」例会に参加。当日は滋

賀県に入るとパラパラと舞っていた雪が

北へ北へと向かうにつれ激しくなる。積

雪も多くなり朽木村では除雪車も活躍。

某施設駐車場に車を止め準備中にも瞬く

間に全身真っ白になる。ザックの上にス

ノーシューバッグを背負うという奇妙な

恰好で出発。車道のセンターや橋の端に

凍結防止用の水が噴水のように撒かれて

いた。てんくう温泉の方に登る。早くか

らスキー客も来て子供達は雪を楽しんで

いた。積雪が多くなったところでスノー

シューを装着、練習もなく本番となる。

幅広のゴム紐の穴に金具を引っ掛けるの

がスムーズにいかずイライラ。なんとか 
３本の紐を固定し、かかとも同じく固定。 
途中で外れないかと不安だった。わかん 

より大きいので雪を押す範囲が広く又体重をかけてもさほど沈まない。わかんより足を上げなくても

前に進み楽。慣れてくると楽しくて童心にかえり小走りになった。 
下山者とすれ違うがほとんどはスノーシューだ。急登は滑って歩きにくいかと思っていたが前に体

重をかけふんばると滑らなかった。頂上までの時間が読めず途中で断念しＵターン。スキーの心得の

ない私は下山の急斜面で尻餅をつく。前に転倒すると自力では起き上がれず人の手を借りる。斜面が

少し緩やかになると足運びがスムーズになった。大いに楽しんだ初体験でした。植西さんは早くて歩

き方が力強い（別格化け物）の声あり。雪は１日中深々と降り続いていた。 
毎年雪山を計画して下さる山口さんに感謝！ 

 
 
 
 
          
 

左：わかん 右：スノーシュー ちんどん屋？

 吹雪の中さっそうと歩く。ほんとうに後期高齢者がいるの？

スノーシュー 初体験          染矢 つや子 


